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研究成果の概要（和文）：本研究は、精神的回復力であるレジリエンス機能に注目し、特別支援教育に携る教員
を対象としたレジリエンスプログラム開発を目的として実施した。開発当初のプログラム内容は、①呼吸法②マ
インドフルネス動作法③スヌーズレンワークとした。2019年度より、ワークブックとして活用した「レジリエン
スダイアリー」を参加者が作成することを目的としたプログラムを追加した。実践の結果、対象者からレジリエ
ンス向上を示唆する回答を得ることができた。

研究成果の概要（英文）：This research focuses on the resilience function, or mental ability to 
recover, and it was conducted with the aim of developing a resilience program for teachers who are 
involved in special needs education. At the beginning of the development, the program covered 1) 
breathing methods, 2) mindfulness moving methods, and 3) Snoezelen work. In fiscal year 2019, a 
program designed to encourage participants to prepare the “resilience diary,” which was utilized 
as a workbook, was added. As a result of the practice of the program, we successfully obtained 
answers from the subjects suggesting improved resilience.

研究分野：特別支援教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、社会的にも深刻な問題となっている教員のストレス軽減を目的とした心理・教育プログラム開発であ
る。特にストレスが多いとされる特別支援教育に携わる教員を対象とした。本研究の実施により、教員が日常的
にレジリエンスを意識することが可能となり、ストレス軽減や教育環境の改善等社会的な意義があると考える。
さらに、COVID-19環境下においてもレジリエンスの重要性が示唆され、今後のレジリエンス開発にも寄与できる
と考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

2016 年現在、公立学校教員の精神疾患による病気休職者数は 5045 人に到り、在職者の約
0.55％を占め、深刻な状況となっている 1)。休職する教員の増加は、海外でも問題になっており、
代理教員の俸給に要する行政支出の増大と子どもの学業や生活に対して大きく負の影響を及ぼ
すとされている２）。また、国内における教員のストレスは年々深刻化し、2007 年に始まった特
別支援教育の分野では、ストレスが特に増加していると言われている３）。特別支援教育の現場で
は、個々の児童・生徒や保護者と教員との関係が濃密で、多岐にわたる慢性疾患や障害への対応
により精神的にも肉体的にも負担感を感じている教員が多く存在している 4)。特別支援教育にお
いてストレスが増大する背景には、支援体制や校内外の連携が確立していないこと等が考えら
れる。特別支援教育に関わる教員のストレスについては、数多くの論文が報告されているが、具
体的な改善策や効果検証に関する報告はわが国では見当たらない。また、文部科学省の調査によ
れば、病気休職者の学校種別の割合は、中学校に次いで特別支援学校が多くなっている。遠藤等
5)は、学校種別によって教員のストレス要因が異なると報告しており、学校種を考慮した改善策
が必要としている。以上のことから、特別支援教育に携わる教員のストレスを軽減するための心
理教育プログラムの開発とその効果検証は喫緊の課題であると考えられる。 
 近年、ストレスが多い環境に対し、有効に対処できる能力としてレジリエンスが注目されてい
る。レジリエンスとは、「精神的回復力」「復元力」を意味する概念である。心理学分野のレジリ
エンス研究は 1970年代頃から活発になり、貧困や虐待等劣悪な環境の中でも良好な適応を示し
ている子どもが存在することから注目されるようになった６)。日本の心理学分野におけるレジリ
エンス研究は 10 数年前から開始され、2011 年の東日本大震災を契機により一層関心が強まっ
てきた。レジリエンスが注目される理由の１つは、個人の回復性や弾力性に焦点をあてている点
である７）。従来のストレス研究ではコーピングが重要視されてきたが、レジリエンスでは、その
向上を図ることによって心理的ストレス反応を低減させ、身体・心理・社会的に良い状態へと導
く可能性が指摘されている８) 。レジリエンスの持つ特徴から、今後、ストレスに対する予防的
取り組みとしての応用が期待されている。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、特別支援教育に携わる教員を対象としたレジリエンスプログラムを開発し、
その効果を検証することである。 
 
３．研究の方法 
１）特別支援教育に携わる教員のレジリエンスの特徴に関する調査 
特別支援教育に携わっている教員を対象にインタヴューを実施する。①対象：H 県 A 市内の
小・中・高等学校・特別支援学校に勤務する教員４名②半構造化面接：教師レジリエンス尺度（紺
野・丹藤 2006）を基に質問紙を作成し、半構造化面接を実施する。対象者全てに面接時の録音
に関する承諾の有無を問い、承諾を得た者だけを分析対象者とする。 
２）特別支援教育に携わる教員を対象としたレジリエンスプログラム開発 
 米国の「CARE」プログラム、「bouncing back」プログラム、オーストラリアの「Mindmatter,Level1 
Introductory」、「Bounce Back!」プログラム及び申請者が学生を対象に実施したプログラム等
を参考に、系統性や順序性を検討しプログラム開発を実施する。特に「CARE」で報告されている
mindfulness と awareness を基にした Emotion Skills Instruction,Mindfulness /stress 
reduction Practice,compassion practice、を援用し、呼吸法・動作法・multi-sensory behavior 
therapy 等のワークを再構成してプログラム案を開発する。また、ワークの実施時とフィードバ
ック及びフォローアップ時に使用するダイアリー型ワークブックを作成する 
３）開発したレジリエンスプログラムの実施と調査 
 初年度は開発したプログラム（案）をプリテストとして特別支援学校の学部研修内で実施する。
各プログラムの事後にレジリエンスに関する調査票を配布する。プログラム終了後に、受講した
教員複数名・研究分担者と研究協力者と協議し、内容の評価、改善点等を再検討する。これらの
結果を基に、プログラムの再構築を行い、次年度より本調査を実施する。また、研修のフィード
バック用としてワークブック型ダイアリーを配布する。 
４）継続調査：完成したプログラムを認定子ども園・親の会等で実施し、同プログラムの他領域
での展開の可能性について検討する。 
 
４．研究成果 
Ⅰ 特別支援教育に携わる教員のレジリエンスの特徴に関する調査 
特別支援学校に携る教員のレジリエンスの特徴を見出すことを目的としたフォーカスグルー
プインタビューを実施した。対象者は、特別支援学校に所属する教職員 4名（男性１名・女性３
名）。特別支援学校の勤務については、特別支援教育が始まってからはいろいろな研修や校務分
掌などが多くなり、ストレスも多くなってきていることが改めて見出された。また、初めて特別
支援学校に着任した時に、多くのストレスを感じた教員が 2名おり、同僚のアドバイスや家族の
存在が立ち直るきっかけとなり、レジリエンスのキーワードが見出された。 
 
Ⅱ 特別支援教育に携わる教員を対象としたレジリエンスプログラムの開発 



平成 30年度 
特別支援学校の教員を対象に,プリテストとしてレジリエンスプログラム（案）を実施した。
対象は H県内の特別支援学校の教員及び支援専門員である。プログラム内容：①レジリエンスを
高める呼吸法（参加者 24名）②レジリエンスを高めるストレスマネジメント動作法（参加者 33
名）③スヌーズレンワーク（参加者 15名）。それぞれのプログラム研修終了後にプリテスト用の
アンケート調査を実施したところ、参加者の精神的な安定を促す効果が期待以上または、期待通
りであった者は①呼吸法 87.5%、②動作法 90.1％、③スヌーズレンワーク 86.7％という好結果
となった。プログラム終了後に、受講した教員複数名・研究代表者・研究分担者と協議し、内容
の評価、改善点等を再検討した結果、レジリエンス自体の理解度の向上の必要性があげられ、次
年度よりレジリエンスの内容を加えた。 
令和元年度 
 特別支援学校の教員を対象にレジリエンスプログラムを実施した。対象は H 県内の特別支援
学校の教員及び支援専門員である。プログラム内容：①レジリエンスを高める呼吸法（参加者 9
名）②レジリエンスを高めるストレスマネジメント動作法（参加者 14 名）③スヌーズレンワー
ク（レジリエンスに関する座学も含む）（参加者 16 名）。それぞれのプログラム研修終了後に研
修評価も加えた質問紙調査を実施したところ、参加者の精神的な安定を促す効果が期待以上ま
たは、期待通りであった者は①呼吸法 77.7%②動作法 78.5％③スヌーズレンワーク 68.8％とい
う結果となった。 
 
Ⅲ レジリエンスダイアリーの作成とその有用性の検討  
研修フィードバック用のワークブックとして、レジリエンスダイアリーを作成し、特別支援学
校の教職員に配布した。その有用性を検討するため、使用満足度のアンケート調査を実施した。
対象者は特別支援学校に所属する教職員 49 人である。ダイアリーの性能については対象者の約
7 割が満足していた。しかし、精神的健康度を促すために記載したセリグマンの Three good 
Things エクササイズについて実行できなかったと回答した者が 77.5％に及んだ。 
 
Ⅳ 継続調査 
 開発したプログラムを他領域で実施し、展開の可能性について検討した。 
令和元年度 
１）西日本豪雨の被災地における障害のある子どもの保護者に対するレジリエンスプログラム
案の実施。対象：西日本豪雨で被災した O 県 M 市・M 町在住で障害のある子どもの保護者 34 名
（第 1回 11名・第 2回 15名・第 3回 8名）。プログラム内容①レジリエンスを高める言葉 ②
良いところをみつける名人になろう ③レジリエンスを高める映画。研修終了後の質問紙調査
では、回答者 14名全員が精神的な健康度が向上したと回答した。 
令和 2年度 
COVID-19 の影響により ZOOM を利用してプログラムを実施した。 
１）西日本豪雨の被災地における障害のある子どもの保護者に対してレジリエンスプログラム
を実施した。対象者は西日本豪雨で被災した O県 M市・M町在住で障害のある子どもの保護者 34
名（第 1回 14名・第 2回 9名・第 3回 11 名）である。プログラム内容①コロナ禍におけるレジ
リエンス ②レジリエンスを育む絵本ビブリオバトル ③レジリエンスを高める映画。研修終
了後のアンケート調査では、絵本や映画鑑賞によるレジリエンスの向上の可能性、ダイアリー活
用の有効性等を示唆する回答が見られた。 
２）認定こども園においてレジリエンスプログラムを実施した。対象は、H県内にある認定こど
も園職員 10 名。プログラム内容①レジリエンスとは ②レジリエンスダイアリーを作ろう。レ
ジリエンスを高める言葉 ③レジリエンスを高める絵本を探す ④レジリエンスを育む絵本ビ
ブリオバトル ⑤理学療法士から学ぶ「リラックス効果が得られる呼吸法」 研修終了後のアン
ケートから参加者に精神的に回復したとの質的なデータを得ることができた。本年度の研修で
は、COVID-19 の環境下において、レジリエンスの重要性を示すことができ、意義あるものとな
った。 
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